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ＡＢＣ分析による指導の実際

結城市立結城南中学校 石川 順子

平成２６年度 発達障害等のある児童生徒への指導法（発展）研修講座

問題行動って？

友達をたたく。

授業中に離席する。

人の物を勝手にとる。

課題に取り組まない。

話を聞く時に，声を出す・おしゃべりする。

どのように対応していますか？

行動には，原因がある

行動は，｢刺激｣(行動の原因)に
よって起こる。

問題行動を直そう！直そう！

と指導するが，改善しない。

刺 激 行 動

問題行動の要因を

見つけることが重要です！

問題行動の基本的な考え方

問題行動をなくす？

問題行動の解決を図ることは，難しい。

問題行動が減ったり，

問題行動を起こす必要がなくなる。

適切な行動を増やす
適切な行動に替える
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実 態

小学生（男児）

多動性で授業中の私語が多い。

衝動性がある。

うそをつく

時々，人に手を出す。

身の回りが散乱している。片付けできない。

自・情緒障害特別支援学級に在籍

仮想事例 Ａ男

ＷＩＳＣ－Ⅲの結果 （タイプ例）

言語性ＩＱ １００

動作性ＩＱ １１４

全検査ＩＱ １０７

〈郡指数〉言語理解 １００ 知覚統合 １１６

注意記憶 １０３ 処理速度 １１１

仮想事例 Ａ男

問題行動

・離席をする。

・私語が多く，他の児童に迷惑をかける。

・課題に取り組まない。

仮想事例 Ａ男

先行刺激 行 動 後続刺激

授業中の離席
と私語

（通常の学級・

特別支援学級で)

・好きな所へ

行ける。

・好きなことが
できる。

（楽しめる。）

・その場から逃
げられる。

・課題をやらな
くてすむ。

・課題が分から
ない。

・じっとしてい
ることがつら
い。

・授業がつまら
ない。

・課題が終わり
暇になる。

Ａ Ｂ Ｃ

仮想事例 Ａ男
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短期行動目標

通常の学級で授業中に，２０分間，席に
座って課題に取り組むことができる。

仮想事例 Ａ男

望ましい行動

落ち着いて，学習に取り組むことができる。

先行刺激 行 動 後続刺激

・時間の約束を掲
示

・授業の見通し

・発表の機会を増
化

・授業中での仕事
（手伝い）

・課題のヒントや
量の調整

・望ましい行動が
できている時に
ほめる。

・振り返りをさせ

る。(自己評価）

・みんなの前で

頑張ったこと

をほめる。

・座席を前に配
置(刺激のない
座席環境）

・授業のパタ－
ン化

・板書の工夫

（ユニバ－サル

デザイン）

Ａ Ｂ Ｃ

通常の学級での支援例

視覚的な支援

通常の学級での支援例

授業中に離席や私語の振り返りを行い，
視覚的に分かるようにした。

１日の予定を貼って，見
通しをもたせる。

先行刺激 行 動 後続刺激

・視覚的なタイマ
－を使用

・授業の見通し

・授業中での仕事
（手伝い）

・課題のヒントや
量の調整

・望ましい行動が
できている時に
ほめる。

・振り返りをさせ

る。(自己評価）

・ト－クンエコノ
ミ－法の活用

・保護者への連絡
（ノ－ト）

・ＳＳＴを計画的

に設定する。

・授業の約束（ス
キル)を確認する。

・集中して取り組
む練習（ｽﾓ-ﾙｽﾃｯ
ﾌﾟで）

・成功体験をもた
せる。

Ａ Ｂ Ｃ

特別支援学級での支援例
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ＳＳＴの活用

ＳＳＴ「聞き取り名人になろう」

＊ねらい：話を最後まで集中して聞く。

「聞く聞くドリル」話を集中して聞く練習

特別支援学級での支援例１

視覚的支援の活用

特別支援学級での支援例２

視覚的支援

特別支援学級での支援例３

視覚的なタイマ－の活用
ト－クンエコノミ－法の活用

「がんばりカ－ド」でできたことを

視覚的に理解できるようにする。

特別支援学級での支援例４
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ト－クン(ごほうび)の活用

図書館パスの活用

特別支援学級での支援例５

デザ－ト作り活動

ごほうびシールの活用

保護者との
連絡ノ－トで
情報交換

特別支援学級での支援例６

保護者との連携

成 果 １

離席が徐々に減り，３学期には，離席
はほとんどなくなる。

通常の学級では，集中して課題に取り組む
時間が増えていった。

３学期 →

約３０分程度まで伸びた。

仮想事例 Ａ男

成 果 ２

人の話を聞けるようになってきた。

集団生活で，みんなと一緒に活動できる
ようになった。

仮想事例 Ａ男

うそやいたずらが減った。

学力が定着し，国語，算数においては，
単元テストで平均７０点がとれるように
なった。
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今後の課題

ト－クンエコノミ－法を活用し，よい
行動が増えてきたが，今後ト－クン法
に頼らずに，伸ばす方法を考えたい。

医療機関への受診を勧めていきたい。

仮想事例 Ａ男 ＡＢＣ分析のまとめ

(2) 子どものよい行動に焦点を

あててそれを増やす。

・結果として不適応行動が減少する。

・人間の行動には，一方が増えると，

一方が減るという原理がある。

(1) 問題行動の原因を見つける。

（焦点化）

(3) よい行動・適切な行動をとって

いる時に，ほめる。

(4) 予防的対応・早期対応をする。

問題が長期化すると解決が困難である。

ＡＢＣ分析のまとめ

ご清聴，

ありがとうございました


